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   ＜あらまし＞ 年 大学教育の現 では 授業外での学 をサポートするために学生チ ー ー

が活用されてきた。これまで らは 地方私立大学法学部の 年 生 400 に対するチ ー リ

ングプログラムを 発 用し 学生チ ー ーの質の保 を目指してきた。同プログラムは、 用性

も考慮しており 部分的な 用も 能である。しかし 他学部や他大学で 用する 合 各 関の

にとっては プログラムを 用する の目 が必要となる そこで 本 では 他の 関での必要

に応じたプログラムの 用案を提示し 専門家評価を行った  

 

   ＜キーワード＞  学生チ ー ー 学 チ ー リングプログラム 学 ン ー 
 
１．はじめに 

年 日本の大学では 学生の成長を すため

の学 が行われている。具体的には トレー

ングを受けた学生チ ー ー（ラー ングアシ

ス ント ティーチングアシス ントなど）を活

用して 主に 年 生を対象とした を行う大

学が多くみられる。 
 

２．学 ン  
これらの大学の多くは 学 （学修） ン

ー の組 が中 となり チ ー リングのプ

ログラムやトレー ングの を行っている。

MAXWELL(1997)によれ その具体的な 能

は ース関連の体系的で高 に構 されたグ

ループ指導 プログラムの評価を提 することで

ある。 
 

３．  
らは このような学 ン ーが存

しない 文系のみの地方私立大学法学部において

2013 年 から 2019 年 まで学 のプ

ログラムを構築し実行してきた（ ほか 2014
ほか 2019)。対象 は 主に 年 生 400

である。これまでプログラムの評価も行ってお

り 定の 果があることが分かった。また プ

ログラムの特 として 部分的にも 用 能であ

り 用的に えることを目指している。た し

他学部や他大学で 用する 合 その 用

および ールの必要 といったいわ プ

ログラムを う の目 については 明らかでは

なかった。そこで 本 では プログラムの 用

案を提示し 用 に向けた検討を行う。 
 

４． ラムの の  

このプログラムは KOLB(1984)の 験学 サ

イクルに基づいて作成されており 項目は のと

おりである。 
イダンスは 学 の最 に行う。 チ ー

リングで必要な を記 した イドライン

を提 する。 最低 の ケーションに特

したオンライントレー ングを行う。 学部生

向けの専門科目の にかかる対面研修を行う。

チ ー リングの観察をする。 自己評価シー

トで イドラインに って行うことができたか

どうかをチ ックする。 大福 を学生チ ー

ーと 年 生との間で 用する。 リフレクショ

ンを ねた 報 書を記 する。 学 に自

己評価シート（学 用）を 用して 5 法で評価

する。 学 アンケートにおいて チ ー ー

がプログラムをどのように 用したかを す
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る。 学 省会でチ ー ーの意見を直 聴

する。 学 へのアンケートを行う。これら

の ールをもとに では 各大学の の

用案を作成した（表 1）。 

 

． 評価 

にこれを基にして専門家 2 による評価を

行なった。専門家は 2 とも小 私立

（4,000 未満） で 学 に関して 10 年

以上の 験がある。 

評価の項目は 大学の を大きく 3 つに分

けていること 私立大学と 立公立大学を

していないこと プログラムの説明文のス イ

ルについて ールの必要 の について

その他  の 5 項目であった。 

これらに対して a. 説明文に の要 が含

まれ かつ が 理されていない。b. ール

の実施が の大学にとって必要 が高くな

いのか それとも実現が難しいのかが できな

い。c.専 ス ッフがおらず やる はあるが業

が多 な教職員でも 用できる（やってみよう

と思えるような）「簡 型」も考案したらどう

うか。といった評価がなされた。 

 

． の   

専門家評価を受けての改 が 表 2 である。

特 として がプログラムの 用に しそ

の必要 を する目 を の で示すように

した。例え イダンス チ ー リング イ

ドラインおよび自己評価シート（毎回用）は必

が 大福 はそれほどではないということが

目で分かる。もち ん 用にあたっては 各

関の教育方 や事情に った は 能である。 

  
． とめと の  
プログラムを他の 関 で実施する の必要

について 専門家評価を受けて改善を行った。 
今後は 改 の専門家評価を行う予定である。

その上で 必要 の高い ールの 果も含め 他

の学部や組 で実 し その 果を検 したい。  
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